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は じ め に

昨年同様､陸奥湾におけるホクテガイの漁獲計画や漁場管理の参考に供する目的でー漁期前における

ホクテガイの現存量､成長状況などを調査した.調査に当b各漁業協同組合をらびに水産業改良普及員

各位に絶大な御協力をいただいた事を付記する｡

調 査 方 法

o調査時期 :昭和46年 6月21日～ 7月17日

o軍 査場 所 .'第1図に示した167地点

o調査 事 項 :漁船または白鳥丸によbホクテガイ桁網を曳網しホクテガイを採捕し (一部の地点に

おいては､スミス ･マグキyクイヤー採泥器で採捕ざれたホクテガイも使用したO)

生月､死貝の個体数､生見の穀長一重量_肉重量を測定した｡

o現 存量 の :漁場当bの調査地点数が少なかったので､推定現存量-放流枚数×生存率として計算

推 定 した｡なおここに用いた生存率は次式によって求めた○

1生見の場合:
生見数
生見数十死負数- 讐 堅重石盲 . (死員数×2)

2年- 場合‥ (1年目の生存率)×讐 堅蚕詣 +死員数～ (1年目の生存率)×讐 覧

貝数+ (死貝数×2)

3年貝の- : (2定 日までの生存率)X讐 覧 議 了品 数 ～ (2- 巌 の生存率)×
生員数

(死月数×2)

それぞれの左側の式は､桁紗こよってホクテガイを採捕するに当って､生見と死貝が同じ比率で採捕

されるものとして計算する方法である.しか し一般に生見より死貝の方が採捕され難い事が経験されて

いるので､その点の考慮を払う必要があろう.しかしこれにどの程度の値を折込むべ きかについては今

のところ不明である｡そこで今回は暫定的に死且が生月より2倍採捕し難いものと仮定し､右側の式によ

る値も併記することとした.なお2年貞一 3年貝の場合にはそれぞれの前年までの死貝は採摘されをい

ので上式の様に1位目または2年目までの生存率をその隼の生存率に剰ずる方法をとった.
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第1表 昭和 45年産ホクテガイ測定結果
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組 合 名ま た は 地 元 採 苗 ､ 放 流 且 自然発生貝 (分散したものを含

む)分布地点放流数 平均生存率go)推 定 現 存 量 平均分布密度挽棚) 平均殻長(cm) 平均帯 ポリドラ分布地平均生存率go)平均分布密度W u)-平均+殻長Gm) 平均重量(9) ポリドラ支 所 名調査地点(万枚) (万枚)

の被害 銅査地点 の被薯脇野沢村 5/9 2.5]0 95.8■ー80.7 2,595～ .2.017 7.00 6.2 25.8 十十

1/9 100.0{ー100.0 0.04 6.0 27.0 +川 内 町 5/14 5,000 97.5～ 94.7 4.865- 4.755

0.56 7.0 41.7 7/14 98.8～ 97. 0.64 6.4 55.2む つ 市 1/16 800100.0- 100

.0 800- 800 16.60 6.0 19.8 12/り 92.8- 86.6 5.55 5.4 28.9横 浜 町 2/18 4.65

0 97.5～ 94.7 4.505～ 4,585 5.25 7.2 55.2 9/18 87.7- 78.1 0.12 6.9 57.1野辺地町 1/18

15.000 95.7～ 91.7 14.555-15.755 0._62 7.9 45.1 十十十 15/18 80.0- 由.7 7.61 8.1 26

.8滑 水 川 5/ll 15.OCO98.0～ 92.ー5 12,740- ll,999 0.68 5.8 21.6 5

/ll 90.5- 812.∫ 0.51 6.8 51.8 -小 湊 8/10 15.000 95.5～ 88.5 12,1

55- ll.5]5 21.55 6.0 20.7 0/10 -■ - -東 田 沢 10/ll 24,500 97.8- 95.7 25.961-25.447 16.50 6.6 29.2 0/ll - - I-
-浦 田 5/ll 10,400 92.8～ 87.4 9,851- 9,090 1.46 a.5 25.0 0

/7 ■■- - - I-茂 浦 4/占 8.0m90.9～ 84.6 7.272- 6.788 2.57 5.9
18.9 D/6 - - - ■-土 屋 2/10 5.000 97.5- 94.5 4.965- 4.

715 94.80 5.5 27.9 0/10 - - -久 栗 坂 5/5 5,000 99

.0- 98.0 2,970- 2,940 7.95 7.5 55.9 0/5 - ■■■■●■ - -鹿 別 2/7 970 J9?.4- 98.8 984- 958 15.50 7.2 55.5 0/7 - 一- -
一■■■-池 川 1/5 400 98.1-一96.5 592-- 585 52.60 6.4 25.

1 0/5 -■ - - -奥 内 5/4 5,400 99.9～ 99.8 5,5

95- 5,589 65.59 6.0 16.5 0/4 -■■■ - - 一- -後 潟 4/6 4,000

91.5- 85.5 5.860- 5,420 24.58 7.051.1 0/A - - - -蓬 田 村 1/8 800100.0～ 100. 800- 800 0.59 8.9 56.8 0/8 - - -
I-平 館 村 0/4 0 - 0 ■■-ll■■ 一■-■ 0/4 -■■■■ ■■



第2表 昭和44年産ホクテガイ測定結果
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組 合 名ま た は支 所 名 地 元 採 苗 ､ 放 流 貝 自 然 発 生 貝分布地点放流敬缶槻 平均生存率(%) 推定 現 存 量(万枚) 平均分布密度触/;m) ;m望,闇 平均# 'f..聾分布地点調査地点平均生存率(%) 平均分布密度飯石諺 平均穀長(m) 平均重量(g) 平均辛
ポの呈壇フ 口調査地点脇野沢村 2/9 1056.5～ 58.4 占～ 4 0.25 ll.5 149.9 66.5十

o/9 - 0.05 10.8142.5 54.5 +川 内 町 . 4/14 17094.占～ 90.4 161～ 154 0.1

7 10.5 105.5 40.149.0十 2/14 91.4■ー85.5む つ 市 0/帖 0 - - - - 4/1占 91.4-.85.5 0.04 8.6104.1 56.5横 浜 町 2/18 17058.2～ 5

8.7 9占～ dd 0.08 10.5 151.5 ++ 5/18 90.0～ 88.7 0.05 10.占158.1 52.5野 辺 地 町 4/18 8087.8～ 77.i 55

- 47 0.87 ll.4 149.7 71.2十十十 5/18 91.4～ 85.5 0.05-I-■一一一一

12.210.50212.5 82.0滑 水 川 5/ll 1.08551.4'～ 55.7 557

～565 0.81 10.2 108.9 45.1 0/ll -小 湊 5/10 4570.1～ 82.4

50～ 27 1.89 9.4 84.0 50.0 0/10 - -東 田 沢 4/ll 1.乃094.1～ 88.41.600～ 1.50 6.52 ll.1 126.5 52.5 0/ll -

-浦 田 1/7 88596.7～ 95.5 682～859 0.04 9.0 70.0 5

0.0 o/7 - -茂 浦 1/占 25592.7～ 85.8 255～217 15.50 9.9 100.2 45.

6 0/6 -土 屋 2/10 22894.5～ 88.9 216～205 5.98 8

.4 88.1 57.4 0/10 -久 栗 坂 0/5 18180.1～ 70.5)(145- 127) 0/5 -

-原 別 0/7 0 - 0 0

/7 - -油 川 0/5 0 - 0 0/5 -

-奥 内 0/4 0 - 0 - 0/4 - -

後 潟 1/6 10086.7～ 75.9 87- 7占 6.15 ll.4 156.9 85.9 0/占 - -



第 3表 昭和44年産t北海道移殖ホ クテガイ測定結果

漁 協 名ま た は支 所 名 分布地点調査地点 放流数(万枚) 平均生存率 翻 .推定現存量(万枚 平均分布密度飯石γ∂ 平均殻長(cm)平均重量(9)平 均肉重量(9) ポ リ

ドラの被害脇野沢村川 内 町む つ 市横 浜 町野辺地町滑 水 川小 湊東 詔 沢浦 田茂 浦土 屋久 栗 坂原 別油 川奥 内後 潟蓬 田 村平 館 村そ の 他合 計平 均 l 0/92/142/帖5/182/182/ll4/1100/ll0/70/60/100/51/70/50/41/62/白o/40/019/帖7一一一 1501501725251.4851.1109250005245451.2050012010001.1506.759 (0-0)72.5～ 占7.756.1～ 58.285.0～ 45.118.9～ 10.155.8～ 19.859.8～ 24.2(71.8- 55.2)(94.1-88.7)1.5～ 0.714.8～ 7.852.8～ 55.2(2.4- 1.2)40.1-50.5 (0- 0)109～ 10298～ dd551～ 257281～ 150575～ 220588～ 224(255- 179)(525- 506)18～ 817- 955～ 55(28- 14)2.244- 1.550 0.020.520.450.290.292.220.ll0.2占0.980.57 9.67.79.69.010.78.6-■9.79.59.28 87.586.795.280.222.466.2-.94.981.989.41 57.055.556.156.049.728.4---.48.454.057.9 十十十十寸十十
1十■■■･一一一十一■■一■(註)カツコ内の値は小川他



第4表 昭和43年産ホタテガイ測定結果
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.組 合名 地 元 採 苗 ､ 放 流 見 自 然 発 生

見分布地点調査地点 放 坐 昭水 推 千 辛 千 千 ポ分布地点亭局査地点
坐 平､ 千 千 千 ポ派 存 45揚 定

狗 均 狗 狗 り 香 均 均 均 均 17ま た は 数

年量 蛋?,22 戟 重∈才 肉 ド 蓋慧 壁
重 肉 ド支 所 名 ′~ヽ 率 申( 現二 長 電

重 フ 翠 草 景 重 ラち ( の万
孝吉 ′■ヽ ′-ヽ の ′■ヽ ′､ ′ー の枚 % 推枚 cm

9 量 被 % cm 9 量 被_ヽノ Jヽ 定一 量ー 慶一 ーヽ ノヽ tg) 生⊂コ -ヽノ 慶一 ヽ一′

-ヽ′ tg) 隻にコ脇野沢村 2/9 280 80.トー70.5 184 80～ 55 0.18 15.9281.0118.5+ 0/9 一■-l■ -■ 一■-15.0 -日日内 町 2/14 1.110 8].1～70.5 750 140～ 50 0.09 12.4

-12.6206.7■■-22.7 77.5 2/14 72.8～57.占 0.05 221.0 820十十む つ 市 0/帖 0 - 0 0 -■■- 5/16 91.2～86.5 0.02 11.2227.0 79.0･横 浜 町 2/18 825 80.1～70.5 105 555,～474 0.05 98

.9+千 8/18 89.5～82.8 0.ll 12.5219.8 82.4野辺地町 5/18 1.

270 65.0～48.2 855 0～ 0 0.08 10.8156.4 59.7十十 7/18 88.5一一81.5 0.05 15.5-■

-12.50258.0105.787.5十滑 水 川 6/ll 2,150 70.4{ー55.1 967 545

～207 0.09 -● - 0/ll - - -小 湊 6/10 1.110 60.8～45.5 482 2

14～ 19 0.58 ll.6148.4.61.5 十十十一十一. 0/10 - -■■ -東 田 沢 5/ll 1.

508 50.0～52.0 851 105～ 0 0.10 15.占258.1101.0 o/ll -浦 田 ら/7 8.520 74.2～81.0 5.4902,850～1.707 5.15 ll.0127.0 55.5 0/7

-■ -~茂 浦 4/占 6.750 77.5～66.2 795 4.457～5.87占 8.61 10.7115.9 56.占
o/占 一- ■■- ■-l■土 屋 5/10 2,000 79.8～89.

5 1661.428-1,220 2.56 10.5149.7 87.1 0/10 一■■一■ 一- ■- 一-久 栗 坂 5/5 692 67.2～51.0 218 248～155 2.51 ll.5158.5 58.1

0/5 - -鹿 別 5/7 800 68.6～52.7 175 575-ー247 1.84 ll.6--12.11

42.0 一､81:8 0/7 一- -油 川 0/5

0 - 0 0 ■- ■■■- 0/5 ■-lll■■ 一- 一-■l■奥 内 5/4 6

00 74.5-81.0 6 441-5占0 0.75 174.9100.1 0/4 ■- -■■ ■-後 潟 2/6 1.250 89.5-ー55.8 400 454～282 0.8占 ll.8178.5 85.0



第 5表 昭和 42年以前産ホクテガイ測定結果

組合名または支 所 名 地 元 採 苗 ､ 放 流 貝 自 然 発 生
貝分布地ハ､調査地点平均分布密度級/m) 平 均穀 長(m) 平 均重 竜(9) 平 均肉重量(9) ポりドラの被薯 分布地点調査地点 平均分布密度飯石ra

ポリドラの被薯川 一内 町む つ 市横 浜 町野 辺 地 町滑 水 川小 湊東 臼 沢浦 田 10/141/161/1p80/185/ll2/104/ll2/7 0.070.080.040.050.070.120.24 12.915.9 194.5216.4 88.599.1 一---- 4/145/帖8/185/180/ll0/101/ll0/7 0.410.050.

050.010.06 -一■■-合 計 2

5/1占7 21/1占7 ●- -平 均 - 0.09 15.4 205.4 95.7 -

一- 0.ll 一-●調 査 結 果(1) 昭和 45年産ホクテガイ測定結果を第 1表

に示 したoこれで見られる様に放流貝の生存率は 96･7% ～ 93.3% ､現在量は116･185万枚～ 1

11,306万枚 と推定されたo平均穀長は 6･55cmとほぼ版当夜成長を示 していたが､平均分

布密度が 18･20枚/m2と非常に高 く-過密の為今後の成長や歩留にも悪影響が出るものと思われるので-



＼ ,

杏どにおいては自然発生月が多数見られたO

(2) 昭和 44年産ホクテガイ

測定結果を第2t3表に示 した.地元で採苗放流されたホクテガイの生存率は 80･1- 7 0.3%､

現存量は4,131万枚- 3,676万枚と推定された.分布密度は茂浦で 13.30枚/m2と過密であった

がその他では問題は浸かった｡平均穀長は 10.26cmで慣当夜成長を示していた. 自然発生貝も多少

みられた.訳兼を道 より移殖放流されたホクテガイは生存率が40.1- 30.3%と非常に低く現存量も

2,244万枚- 1,550万枚と推定された.平均殻長は9.28mにとどまれ 地元採苗のものよb成

長も悪かった｡ポりドラの被害も多い傾向があったo

(31昭和 43年産ホクテガイ

測定結果を第4表に示 した｡放流ホクテガイの生存率は67.8% ～ 54･3% ､現存量は 12,150

万枚～ 8,520万枚と推定された｡なおこれ よb昭和46年庭中の可能水場量を推算すると次の様に

夜るo

12,15｡～ 8,52. (万舶 × (1_0.響)×｡.77≒ 8,430～ 5.900 (万枚)
※※

但し､ ※ は調査時点よb水場時までの推定-い死率

※※は桁綱による可能採捕率 (者野t 1970､参照)

※
200 (9)× (8,430-5,900) (万枚)≒16.860-ll.800 (トン)

但 し､ ※ は水場時のホクテガイの推定重量

昭和46年度のホクテガイの水場高は県統計によれば8,622トンと浸っておb (実際にはもう少

し多いものと思われる)､この値は 11,800トン (桁綱による採捕率が死貝では生見に比べて 2倍

採捕され難いものと仮定して計算した値)に割合いに近い様に思われる｡勿論ホクテガイの現存量の
推定法については種々の問題があ り､今後に残された重要夜課題である.

茂浦では平均分布密度が 8.61枚/7dと過密と思われたが､その他では問題が浸かった.平均穀長

12.02cm､平均重量187.3gと浸っておーり成長は幾分悪い様であった.自然発生貝も多少見られ

た｡

(4)昭和42年以前産ホクテガイ

第 2表に示した様に各地先に幾らかのものが現存していたO
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